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(57)【要約】
  少なくとも発光層を含む有機化合物薄膜が陽極と陰極との間に配されてなる有機エレク
トロルミネッセンス素子である。陽極又は陰極のシート抵抗を利用して、単一の発光面内
における輝度、あるいは色彩の分布が時間経過に伴って変調するように駆動される。例え
ば、陽極及び陰極の少なくとも一方に２以上の接続部を設け、これら接続部にそれぞれ電
圧を印加するとともに、接続部毎に印加する電圧の振幅、周波数、位相、オフセットの少
なくとも１種を変調する。これにより、単一の発光面において例えば波打つような輝度変
調、色変調が可能な全く新規な有機エレクトロルミネッセンス素子が実現される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
  少なくとも発光層を含む有機化合物薄膜が陽極と陰極の間に配され、前記陽極及び陰極
が面状電極とされ所定の面積を有する発光面が構成されてなる有機エレクトロルミネッセ
ンス素子であって、
  前記面状電極とされた陽極及び陰極の少なくとも一方は、２以上の接続部を介して電源
と接続されるとともに、これら接続部の少なくとも一部において互いに異なる波形の駆動
電圧が印加されることを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス素子。
【請求項２】
  前記異なる波形の駆動電圧の印加により、少なくとも１つの発光面内において輝度及び
／又は色彩が異なる分布状態を経て、前記発光面内における輝度及び色彩の分布状態が時
間経過に伴って変調するように駆動されることを特徴とする請求項１記載の有機エレクト
ロルミネッセンス素子。
【請求項３】
  前記２以上の接続部を介して電源と接続される面状電極は、シート抵抗が２０Ω／□以
上であることを特徴とする請求項１または２記載の有機エレクトロルミネッセンス素子。
【請求項４】
  前記陽極がインジウム錫酸化物により形成されシート抵抗が２０Ω／□以上の面状電極
とされており、当該陽極の２箇所に接続部が形成されていることを特徴とする請求項１ま
たは２記載の有機エレクトロルミネッセンス素子。
【請求項５】
  １つの発光面の大きさが１０ｍｍ×１０ｍｍ以上であることを特徴とする請求項１記載
の有機エレクトロルミネッセンス素子。
【請求項６】
  請求項１記載の有機エレクトロルミネッセンス素子を備えていることを特徴とする照明
装置。
【請求項７】
  請求項１記載の有機エレクトロルミネッセンス素子を備えていることを特徴とする装飾
装置。
【請求項８】
  少なくとも発光層を含む有機化合物薄膜が陽極と陰極の間に配され、前記陽極及び陰極
が面状電極とされ所定の面積を有する発光面が構成されてなる有機エレクトロルミネッセ
ンス素子の駆動方法であって、
　少なくとも１つの発光面内において輝度及び／又は色彩が異なる分布状態を経て、前記
発光面内における輝度及び色彩の分布状態が時間経過に伴って変調するように駆動するこ
とを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス素子の駆動方法。
【請求項９】
  前記面状電極とされた陽極及び陰極の少なくとも一方を２以上の接続部を介して電源と
接続し、これら接続部の少なくとも一部において互いに異なる波形の駆動電圧を印加する
ことを特徴とする請求項８記載の有機エレクトロルミネッセンス素子の駆動方法。
【請求項１０】
  前記互いに異なる波形の駆動電圧は、印加電圧の振幅、周波数、位相、オフセットの少
なくとも１種が互いに異なることを特徴とする請求項９記載の有機エレクトロルミネッセ
ンス素子の駆動方法。
【請求項１１】
  前記互い異なる波形の駆動電圧は、互いに位相の異なる正弦波形の駆動電圧であること
を特徴とする請求項１０記載の有機エレクトロルミネッセンス素子の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、自発光型の有機エレクトロルミネッセンス素子及びその駆動方法に関するも
のであり、特に、照明用途等のような大面積の有機エレクトロルミネッセンス素子の単一
発光面内において、経時的な輝度分布、色分布を持った発光を実現するための全く新規な
駆動技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機エレクトロルミネッセンス素子（以下、有機ＥＬ素子と称する。）は、自発光型の
面状光源であり、応答速度が高速であり、視野角依存性がない等の利点を有するとともに
、画素の大型化やフレキシブル化等が比較的容易であることから、照明装置やディスプレ
イ等、幅広い分野への応用が期待されている。
【０００３】
　有機ＥＬ素子の構成としては、例えば透明なガラス基板上にインジウム錫酸化物（ＩＴ
Ｏ）からなる透明電極（陽極）を形成し、この上に正孔注入層、正孔輸送層、発光層、電
子輸送層、電子注入層及び陰極等を真空蒸着法等により形成したものが知られている。こ
のような構成の有機ＥＬ素子では、陽極である透明電極と陰極との間に直流電圧を印加す
ると、透明電極から正孔注入層を介して注入されたホール（正孔）が正孔輸送層を経て発
光層へ移動し、一方、陰極から電子注入層を介して注入された電子が電子輸送層を経て発
光層に移動し、発光層においてこれら電子－正孔対の再結合が生じ、その結果所定波長の
光が生じ、これが透明なガラス基板側から観察される。
【０００４】
　ところで、前述の有機ＥＬ素子において、例えば視覚的効果を狙って所定の画面内で経
時的に輝度変調を行おうとした場合、通常は各種ディスプレイと同様、表示装置としての
構成を採用する必要がある。例えば、発光素子をマトリクス状の配列したディスプレイに
おいて、縦一列の画素の輝度を等しく合わせ、画面の右から左へと各列の輝度が順に大き
くなるように調整し、ある周波数で左から右へ横方向にスクロールさせると画面が波打つ
ように見える。このような表示は、画素（発光素子）が無数に配置された表示パネルと、
各画素の一つ一つをタイミング良く正確な輝度で発光させるためのドライバＩＣやＣＰＵ
等で構成される制御装置がなければ実現することができない。
【０００５】
　有機ＥＬ素子を用いたディスプレイとしては、例えば特開２００３－７６３２４号公報
や特開２００２－９１３７７号公報等に開示されるように、各種方式のものが知られてい
るが、いずれの場合にも、それぞれ有機ＥＬ素子としての構成を有する画素をマトリクス
状に配列する必要があり、これら画素に対応して走査線や信号線、スイッチング素子、さ
らにはこれらを駆動制御する駆動回路等が必要不可欠である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、前述の表示パネルや制御装置を作製するには、大変な手間とコストを要
し、例えば照明装置において、何らかの視覚的効果を得ることを目的に輝度変調を行おう
とした場合、表示装置と同様の構成を採用することは、あまり現実的ではない。
【０００７】
　近年、装飾用の照明装置や、インテリア用の補助照明装置等においては、単なる光源と
しての機能だけではなく、調光機能やメンテナンス性等の付加価値に加え、従来のような
画一的なデザインではなく、コンセプトを持った個性的な照明が求められており、簡単な
構成で輝度や色彩の変調を行うことができれば、例えば幻想的な視覚効果を得ることがで
き、そのニーズは大きいものと期待される。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、前記従来の実情に鑑みて提案されたものである。すなわち、本発明は、画素
（発光素子）がマトリクス状に配列された表示パネルや、複雑な回路構成が要求される駆



(4) JP WO2005/122648 A1 2005.12.22

10

20

30

40

50

動回路、制御装置等が不要で、発光面において例えば波打つような輝度変調、色変調が可
能な全く新規な有機エレクトロルミネッセンス素子を提供し、さらにはその応用として、
照明装置や装飾装置を提供することを目的とする。また、本発明は、簡単な回路構成で前
記輝度変調や色変調を実現することが可能な有機エレクトロルミネッセンス素子の駆動方
法を提供することを目的とする。
【０００９】
  本発明者らは、前述の目的を達成せんものと、長期に亘り種々の研究を重ねてきた。そ
の結果、照明用等のように、ある程度発光面の面積が大きい有機ＥＬ素子では、電極（陽
極や陰極）の抵抗値に起因して、接続部からの距離によって印加される電圧が異なり、こ
れを利用することで輝度変調や色変調が可能であるとの結論を得るに至った。
【００１０】
  本発明は、このように従来とは異なる全く新しい着想に基づいて案出されたものである
。すなわち、本発明の有機エレクトロルミネッセンス素子は、少なくとも発光層を含む有
機化合物薄膜が陽極と陰極の間に配され、前記陽極及び陰極が面状電極とされ所定の面積
を有する発光面が構成されてなる有機エレクトロルミネッセンス素子であって、前記面状
電極とされた陽極及び陰極の少なくとも一方は、２以上の接続部を介して電源と接続され
るとともに、これら接続部の少なくとも一部において互いに異なる波形の駆動電圧が印加
されることを特徴とするものであり、また、本発明の照明装置や装飾装置は、このような
有機エレクトロルミネッセンス素子を備えることを特徴とするものである。
【００１１】
　一方、本発明の有機エレクトロルミネッセンス素子の駆動方法は、少なくとも発光層を
含む有機化合物薄膜が陽極と陰極の間に配され、前記陽極及び陰極が面状電極とされ所定
の面積を有する発光面が構成されてなる有機エレクトロルミネッセンス素子の駆動方法で
あって、少なくとも１つの発光面内において輝度及び／又は色彩が異なる分布状態を経て
、前記発光面内における輝度及び色彩の分布状態が時間経過に伴って変調するように駆動
することを特徴とする。
【００１２】
  発光面積の大きな有機ＥＬ素子において、例えば陽極として有機化合物薄膜の下に所定
の面積で形成される透明電極が所定の抵抗値を有する場合、発光面内において均一に電圧
が印加されるわけではなく、透明電極に設けられる接続部からの距離に応じて印加電圧が
変動する。ここで、例えば前記透明電極に複数（２以上）の接続部を設け、これら接続部
にそれぞれ実効電圧や周波数、位相等の異なる駆動電圧を印加すると、各接続部からの距
離に応じて、それぞれ異なるパターンの駆動電圧が印加されることになる。その結果、発
光面内において輝度や色彩に分布を持って発光が行われる。例えば、１つの発光面内のあ
る部分では輝度が高く、他の部分では輝度が低いというように、１つの発光面内において
輝度や色彩が異なる分布状態が実現される。ここで、前記実効電圧や周波数、位相等を適
正に制御すれば、前記分布状態が時間とともに変化し、例えば単一の発光面内において画
面が波打つ等、動きを伴う発光が実現される。
【００１３】
　本発明では、前記動きを伴う発光が、単一の発光面内で行われ、したがって、ディスプ
レイのように発光素子をマトリクス状に配列する必要はなく、通常の照明用途の有機ＥＬ
素子と同様の構成で済む。また、前記接続部に印加する駆動電圧を制御するために若干の
駆動回路は必要であるが、画素に対応した走査線や信号線、スイッチング素子、さらには
これらを駆動制御するための複雑な駆動回路等は不要である。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、画素（発光素子）がマトリクス状に配列された表示パネルや、複雑な
回路構成が要求される駆動回路、制御装置等が不要で、発光面において例えば波打つよう
な輝度変調、色変調が可能な全く新規な有機エレクトロルミネッセンス素子及びその駆動
方法を提供することが可能であり、これを応用することで付加価値の高い照明装置や装飾
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装置を提供することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、有機ＥＬ素子の基本構成を示す概略断面図である。
【図２】図２は、本発明の原理を説明するための模式図である。
【図３】図３は、接続部間の領域における点ａ～ｄでの等価回路を示す図である。
【図４】図４は、接続部Ａに電圧を印加した場合の接続部間の領域における印加電圧の変
化を示す特性図である。
【図５】図５は、電源Ｃ，Ｄにより印加する印加電圧の一例を示す波形図である。
【図６】図６は、波打つような輝度変調の一例を経時的に示す図である。
【図７】図７は、実施例において作製した有機ＥＬ素子を示す概略平面図である。
【図８】図８は、実施例における有機ＥＬ素子（面内端子数２箇所）の接続例を示す概略
斜視図である。
【図９】図９は、図８に示す接続例における各発光面の発光挙動を示す模式図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明を適用した有機ＥＬ素子及びその駆動方法について、図面を参照しながら
詳細に説明する。
【００１７】
　本発明は、発光面積が１０ｍｍ×１０ｍｍ（＝１００ｍｍ２）を越えるような大面積の
有機ＥＬ素子、例えば照明用や装飾用の有機ＥＬ素子に適用して好適である。これは、デ
ィスプレイの有機ＥＬ素子のように画素の面積が小さい有機ＥＬ素子では、単一画素内で
の輝度変調や色変調は視覚的に無意味であること、照明用や装飾用の有機ＥＬ素子におい
て付加価値を高めることが要求されており、輝度変調や色変調のニーズが高いこと等の理
由による。そこで、以下の実施形態においては、照明用や装飾用等の大面積有機ＥＬ素子
のを想定して説明する。
【００１８】
　本発明の有機ＥＬ素子の基本構成は、通常の有機ＥＬ素子と変わるところはなく、例え
ば図１に示すように、基板１上に陽極として機能する透明電極２、有機化合物薄膜３、及
び陰極４を順次積層形成することにより素子部を構成してなるものである。
【００１９】
  基板１は、素子部を支持する支持体として機能する他、水分、酸素等の素子部への侵入
を阻止するバリア層としても機能する。この基板１の構成材料は、特に限定されないが、
例えばボトムエミッション型の有機ＥＬ素子である場合には、基板１を通して発光が取り
出されることから、透明材料であることが好ましい。したがって、例えばガラスやプラス
チック等を用いることができる。ガラスは、水分や酸素等のバリア性にも優れることから
、好ましい材料である。プラスチックを用いる場合には、前記バリア性が不足する場合が
あるので、その場合には、表面にバリア層を形成することが好ましい。
【００２０】
　前記基板１の上には陽極が形成されるが、前述のボトムエミッション型の有機ＥＬ素子
である場合には、この陽極も透明であることが好ましい。したがって、陽極は、例えばイ
ンジウム錫酸化物（ＩＴＯ）等の無機透明導電材料により形成される透明電極２とするの
が通常である。
【００２１】
　透明電極２の上には、有機化合物薄膜３が形成されるが、その構成としては、最低限、
発光層を備えていれば良く、例えば、正孔注入層５、正孔輸送層６、発光層７、電子輸送
層８、及び電子注入層９からなる５層構造とすることができる。勿論、これに限らず、正
孔注入層５や正孔輸送層６、電子輸送層８、電子注入層９については、適宜省略すること
も可能である。
【００２２】
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　各層を構成する材料としては、有機ＥＬ素子において公知のものがいずれも使用可能で
あり、特に制約はない。例示するならば、正孔注入層５の材料としては、例えば４，４’
，４”－トリス［Ｎ－（１－ナフチル）－Ｎ－フェニルアミノ］－トリフェニルアミン（
ＴＮＡＴＡ）やＴＤＡＴＡ等のアリールアミン類や、銅フタロシアニン（ＣｕＰｃ）等の
フタロシアニン類、ルイス酸ドープ有機層等を挙げることができる。正孔輸送層６の材料
としては、例えばＴＰＤ、スピロＴＰＤ、ＮＰＤ、ＴＰＡＣ等のアリールアミン類等を挙
げることができる。
【００２３】
  発光層７の材料としては、例えばトリアリールアミン誘導体、スチルベン誘導体、ポリ
アリーレン、芳香族縮合多環化合物、芳香族複素環化合物、芳香族複素縮合環化合物、金
属錯体化合物等を挙げることができる。あるいは、アルミニウム錯体（Ａｌｑ３）やベリ
リウム錯体（Ｂｅｂｑ２）等をホスト材料とし、これにドーパント色素をドーピングした
もの等も使用可能である。この場合、ドーピング色素としては、ペリレン、クマリン６、
キナクリドン（Ｑｄ）、ルブレン、ＤＣＭ等を挙げることができる。
【００２４】
  電子輸送層８の材料としては、例えばアルミニウム錯体、オキサジアゾール類、トリア
ゾール類、フェナントロリン類等を挙げることができる。電子注入層９の材料としては、
リチウム等のアルカリ金属、フッ化リチウム、酸化リチウム、リチウム錯体、アルカリ金
属ドープ有機材料等を挙げることができる。
【００２５】
　有機化合物薄膜３の上に重ねられる陰極４は、例えばアルミニウム等の金属材料や、ア
ルミニウム－リチウム合金、マグネシウム－銀合金等の合金材料等によって構成される。
これら金属材料や合金材料を、例えばスパッタや蒸着等の真空薄膜形成技術によって成膜
することにより、陰極４が形成される。
【００２６】
　本発明においては、前述の構成の有機ＥＬ素子の透明電極２または陰極４のいずれか一
方、あるいは双方に電源と接続される２以上の接続部を設け、これら接続部に印加する駆
動電圧を制御することで、単一発光面において輝度や色彩の分布が経時変化する輝度変調
や色変調を実現する。この場合、２以上の接続部を設ける電極は、ある程度抵抗値が高い
ことが好ましく、具体的にはシート抵抗が２０Ω／□以上であることが好ましい。前記シ
ート抵抗が低すぎると、所定の電圧差を与えることができず、目に見える形での輝度変調
や色変調が難しくなる。
【００２７】
  一般的に、ＩＴＯからなる透明電極２は、シート抵抗が比較的高いことから、前記２以
上の接続部を設ける電極として好適である。陰極４は、Ａｌ等の金属や合金で形成されて
いるので電気抵抗が小さく、通常の膜厚では変調を加えることは難しいが、膜厚を薄くし
て抵抗値を大きくすれば、前記透明電極２と同様、陰極４を２以上の接続部を設ける電極
として利用することも可能である。
【００２８】
　前記透明電極２や陰極４において、接続部を設ける位置は、互いに離間していれば任意
であるが、ある程度の距離を持って配置することが好ましい。例えば方形や矩形の発光面
において、波打つように発光させる場合等には、方形や矩形の発光領域の相対向する２辺
の外側にそれぞれ接続部を配置することが好ましい。
【００２９】
　次に、前記構成の有機ＥＬ素子における経時的な輝度変調あるいは色変調の原理につい
て説明する。
【００３０】
　図２に示すように、有機ＥＬ素子の構成としては、基板１の上にＩＴＯ等からなる透明
電極２、発光層を含む有機化合物薄膜３、及びＡｌ等からなる陰極４を積層形成してなる
ものである。ここで、透明電極２の有機化合物薄膜３を挟んだ両側にそれぞれ接続部Ａ，
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Ｂを設け、これらに交流電源Ｃ，Ｄをそれぞれ図示の如く接続して単一の発光面を駆動す
る場合を考える。
【００３１】
　前述の通り、ＩＴＯ等からなる透明電極２は、所定の抵抗値を有し、接続部Ａから接続
部Ｂまでの間の各点ａ～ｄの間には、例えば図３に示すように、それぞれ抵抗Ｒが存在す
るのと等価となる。このとき、例えば接続部Ａに接続される交流電源の電圧は、図３（ａ
）～図３（ｄ）の等価回路に示されるような形で各点ａ～ｄに印加されることになる。し
たがって、各点ａ～ｄに印加される電圧は、各抵抗Ｒによる電圧降下により接続部Ａから
の距離によって異なることになり、例えば接続部ＡにＶ１なる電圧を印加したとしても、
図４に示すように、接続部Ａから離れるにしたがってＶａからＶｄまで減衰する。交流電
源Ｃにより印加する電圧をＶ１～－Ｖ１まで振った場合にも同様であり、図４の各線に示
すように、接続部Ａに近い点ａでは振幅が大きく、遠い点ｄでは振幅が小さくなる。
【００３２】
  この各点における振幅の相違により輝度分布が生じるが、この輝度分布の様子は、例え
ば鉛筆の一端を支点として振った場合に例えることができる。鉛筆の一端を支点としてあ
る程度の速さで振ると、人間の目には鉛筆が湾曲したように見える。図４に示すような電
圧印加を行った場合にも、これと同様な現象が起こり、接続部Ａに図４に示すような所定
の周波数の交流電圧を印加するとともに、接続部Ｂの電位を図中矢印で示すように所定の
振幅、周波数で振動させることで、接続部Ａから接続部Ｂに至るまでの間の輝度変化が、
残像等の影響により滑らかな輝度変化として観察される。
【００３３】
　これは接続部Ｂについても同様であり、したがって、例えば図５に示すように、電源Ｃ
により印加する電圧ＶCと、電源Ｄにより印加する電圧ＶDに所定の位相差等を付与するこ
とで、図６に示すように、画面が波打つような輝度変調が可能になる。図６において、先
ず、図６（ａ）では、図中左端の輝度が最も高くなっているが、各接続部Ａ，Ｂに印加す
る電圧を次第に変えていくことで、図６（ｂ）、図６（ｃ）に示すように、最も輝度の高
い領域が次第に図中右側にシフトしていく。さらには図６（ｄ）に示すように、最も輝度
の高い領域が発光面の右端に移動する。輝度が最も高い領域の両側では、所定のグラデー
ションをもって次第に輝度が低下しており、最も輝度が高い領域の前記一連の動きと相俟
って、画面全体で光が波打つような幻想的な発光が実現される。
【００３４】
　以上、発光領域の相対向する２辺間での発光の波打ちを例にして説明したが、輝度変調
や色変調は、これに限られるものではなく、種々の変更が可能である。例えば、接続部を
例えば３箇所以上に設けることによって、より複雑な輝度変調、色変調を実現することも
可能である。また、各電極に印加する電圧は、振幅やオフセット、互いの位相差、周波数
等を適宜変更することで、様々なパターンで輝度変調や色変調を行うことが可能である。
また、印加する駆動電圧波形は、例えば正弦波形等を挙げることができ、これにより滑ら
かな輝度変調、色変調を行うことができるが、これに限らず、三角波や矩形波等であって
もよい。
【００３５】
　なお、特に色変調を行う場合には、例えば、異なる色に発色する発光層を有機化合物薄
膜内に複数設ければよい。このとき、各発光層の発光に必要な電圧レベルを変えることで
、前記と同様の電圧駆動により色変調が実現される。
【００３６】
　以下、本発明を適用した具体的な実施例について説明する。本実施例においては、本発
明の効果を確認するため、実際に有機ＥＬ素子を作製し、輝度変調や色変調を試みた。
【００３７】
輝度分布の経時変化
　駆動条件の最適化には、図７に示す構造の有機ＥＬ素子を用いた。この有機ＥＬ素子は
、図７に示すように、ＩＴＯからなる透明電極２が形成されたガラス基板１上に、有機化
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合物薄膜３及びＡｌからなる陰極４を積層形成したもので、図中の斜線領域が発光エリア
である。基板サイズは１００ｍｍ角、発光エリアサイズは７５ｍｍ角である。
【００３８】
　有機化合物薄膜３は、ＣｕＰｃ（２００Å）／α－ＮＰＤ（３００Å）／Ａｌｑ３（１
０００Å）／ＬｉＦ（１０Å）の４層構造である。また、Ａｌからなる陰極４の厚さは８
００Åとした。各層の成膜は、抵抗加熱法により行った。なお、有機ＥＬ素子はガラスキ
ャップを用いて封止した。
【００３９】
　このような有機ＥＬ素子を用い、下記表１に示す駆動パターン１～駆動パターン４によ
り有機ＥＬ素子における輝度分布の経時変化を試みた。この時、陰極４の電圧は０Ｖで固
定した。また、陽極である透明電極２の発光エリアの両側端子を、それぞれＣｈ１、Ｃｈ
２と定め、これらに共に正弦波形の電圧を印加した。先に、輝度分布の経時変化を鉛筆を
振って曲がって見えることに例えたが、これに当てはめると、Ｃｈ１は鉛筆を持っていた
支点、Ｃｈ２がペン先となり、支点とペン先の動きの要素（周波数、振幅等）が表１にあ
る各パラメータに当たる。
【００４０】
【表１】

【００４１】
（１）駆動パターン１
  駆動パターン１では、点滅表示が行われ、文字通り全面が点灯、消灯を繰り返した。こ
のとき、Ｃｈ１の振幅を上げることで、明暗をハッキリさせることができた。
【００４２】
（２）駆動パターン２
  駆動パターン２では、オーディオ機器等に見られるバー表示に似た表示が実現された。
Ｃｈ１サイドが常時点灯で、縦に引いた一線が左右に（Ｃｈ１⇔Ｃｈ２）動いた。Ｃｈ２
のオフセットを上げることで、Ｃｈ１電極側の輝度を下げることができ、動きが鮮明にな
った。
【００４３】
（３）駆動パターン３
  駆動パターン３では、左から右（右から左）に輝度の勾配で表現された波が打ち寄せる
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イメージが実現された。Ｃｈ２の振幅を上げることで、Ｃｈ２側の輝度が上昇し、余韻が
深まる。また、波の動きはＣｈ１、Ｃｈ２の各パラメータと密接に関係しており、各パラ
メータを変更した場合、その都度、位相差についても調整する必要がある。本駆動パター
ンのパラメータの場合、左から右に寄せた波がＣｈ２側に到着して、全点灯になった後、
左から右に輝度が下がり、全消灯となる。なお、Ｃｈ１とＣｈ２の位相差は、±９０°で
波の進行方向が反転する。
【００４４】
（４）駆動パターン４
  駆動パターン４でも、先の駆動パターン３と同様、輝度の勾配で表現された波が打ち寄
せるイメージが実現されたが、本駆動パラメータの場合、左から右に寄せた波がＣｈ２側
に到着すると同時にＣｈ１サイドの輝度が下がり始め、寄せた同じ速度で左から右へ消え
ていった。Ｃｈ１とＣｈ２の位相差が±９０°で波の進行方向が反転することは、先の駆
動パターン３の場合と同様である。
【００４５】
  以上のように、正弦波形のパラメータを操作することで、様々な表示、すなわち輝度分
布の経時変化を起こさせることが可能である。ちなみに、印加する電圧波形は、正弦波に
限らず、三角波や矩形波でも構わないが、表示は印加した波形に応じた独特なものになる
。正弦波を用いると、輝度分布の経時変化が特に滑らかであり、有機ＥＬをインテリア照
明等に使用する場合、有効である。
【００４６】
  また、本実施例では、基本表示について説明するために簡易的に周波数を固定したが、
周波数を変更しても一向に構わない。例えば、Ｃｈ１と２の周波数を等しく上げた場合、
波の表示であれば、波打つスピードが上がる。Ｃｈ１と２の周波数を異なる値にした場合
は、点滅、バー表示、波の表示が変則的に現れる。
【００４７】
　さらに、本実施例ではＩＴＯ電極（透明電極２）の電気抵抗を利用した表示について説
明したが、Ａｌ電極（陰極４）の電気抵抗を利用して表示させることも可能である。その
場合、ＩＴＯ電極が０Ｖに固定され、印加する正弦波形電圧のオフセットが負電圧となる
。また、ＩＴＯ電極側とＡｌ電極側を同時に正弦波電圧を印加することも可能である。こ
の場合、水平方向と垂直方向に発生した波が重なり合い、より複雑で面白い輝度分布の経
時変化を楽しむことができる。
【００４８】
面内端子数２箇所とした場合の具体的例
  本例では、図２に示す有機ＥＬ素子を発光単位として、これを２つ接続して駆動を試み
た。２つの有機ＥＬ素子の接続状態を図８に示す。なお、各有機ＥＬ素子の構成は、先の
図２に示すものと同様である。したがって、図２に示すものと同一の構成要素には同一の
符号を付して、ここではその説明は省略する。
【００４９】
　前記接続構造の有機ＥＬ素子に、下記の駆動条件で駆動電圧を印加し、その発光を試み
た。
【００５０】
駆動条件
陰極－陽極印加波形（交流電源Ｄによる駆動電圧波形）：正弦波（振幅：１０Ｖ、オフセ
ット：５Ｖ、周波数２Ｈｚ）
Ａ－Ｂ間印加波形（交流電源Ｃによる駆動電圧波形）：正弦波（振幅：６Ｖ、オフセット
：０Ｖ、周波数１Ｈｚ）
交流電源Ｃと交流電源Ｄの駆動電圧波形の位相差：１２０度
【００５１】
　その結果、図９（ａ）～（ｃ）に示すように、各有機ＥＬ素子（ＥＬ１，ＥＬ２）にお
いて様々なパターンでの発光が実現された。図９（ａ）～（ｃ）において、矢印は高輝度
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発光領域の移動方向を示すものであり、例えば図９（ａ）に示すように各有機ＥＬ素子Ｅ
Ｌ１，ＥＬ２において高輝度発光領域が左から右に移動したり、図９（ｂ）に示すように
各有機ＥＬ素子ＥＬ１，ＥＬ２において高輝度発光領域が右から左に移動する等の挙動が
見られた。さらには、図９（ｃ）に示すように、各有機ＥＬ素子ＥＬ１，ＥＬ２において
高輝度発光領域が左右に往復動するような挙動も見られた。これらの挙動は、タイミング
によって有機ＥＬ素子ＥＬ１と有機ＥＬ素子ＥＬ２において同期していたり、若干のずれ
が生ずる等、多彩な変化が観察された。
【００５２】
色分布の経時変化
　ここでは、発光エリア内で色分布を発現させ、これを変調することを試みた。作製した
有機ＥＬ素子の基板サイズは５０ｍｍ角、発光エリアサイズは２０ｍｍ×３０ｍｍである
。また、有機化合物薄膜３の層構成としては、ＣｕＰｃ（２００Å）／α－ＮＰＤ（３０
０Å）／ペリレン１％ドープＣＢＰ（２００Å）／ルブレン１％ドープＡｌｑ３（２００
Å）／Ａｌｑ３（１００Å）／ＬｉＦ（１０Å）の６層構造とした。また、Ａｌからなる
陰極４の厚さは２０００Åとした。各層の成膜は、抵抗加熱法により行った。作製した有
機ＥＬ素子は、ガラスキャップを用いて封止した。
【００５３】
  色分布の評価は、色変化が印加電圧の大きさによって決まることから、先の輝度分布の
経時変化の場合と同じ駆動条件でよい。印加電圧が低い時、ホール輸送層（α－ＮＰＤ）
に近いペリレンが青色に発光する。電圧が高くなると次第にルブレンも黄色に発光しはじ
め、ガラス面から発光を観測すると、青色と黄色の混色の発光になっていることがわかる
。例えば、前述の駆動パターン１によって表示を行うと、印加電圧が最大になる時（Ｃｈ
１の振幅／２＋オフセット電圧＋Ｃｈ２の振幅／２＋オフセット電圧＝２０．５ＶMax）
に最もルブレンが発光し、ＣＩＥ色度座標で（０．２７，０．３８）付近のパステルイエ
ローになる。低電圧時は、ペリレンのみが発光しＣＩＥ色度座標で（０．２２，０．４０
）付近の水色である。このため、印加電圧による色変化は、単純に前記２点を直線的に移
動するわけではないが、２点の座標間の混色で観測された。なお、発光色はドーパントの
濃度や素子の膜厚（光共振構造の影響）によって変わるので、所望の色変化に応じて、こ
れらを適正に設定することが必要である。
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